
 

 

 

  

下北ジオパーク推進計画 

  

Shimokita Geopark Promotion Plan 

海と生きる「まさかり」の大地 

       ～本州最北の地に守り継がれる文化と信仰～ 

下北ジオパーク推進協議会 

２０２５年４月１１日策定 



 

 

 

  



 

 

 

目次 

第１章 下北ジオパークの概要 

1. 下北ジオパークの理念 .................................................. 1 

2. 下北ジオパークの目的 .................................................. 2 

3. 下北ジオパークの特徴 .................................................. 3 

4. 下北ジオパークの運営体制 .............................................. 5 

 

第２章 推進計画とは 

1. 将来のビジョン ........................................................ 7 

2. 方針・施策の方向性 

  (1) 方針 ............................................................. 8 

  (2) 再認定審査での指摘事項 ........................................... 9 

  (3) 施策の方向性 .................................................... 10 

3. 策定の目的と計画期間 ................................................. 12 

 

第３章 下北ジオパークの推進と展開 

1. 研究活動の推進 

(1) 学識経験者・有識者との連携 ...................................... 13 

(2) 研究者の受け入れ体制の整備 ...................................... 14 

(3) 研究の推進 ...................................................... 15 

(4) 研究成果の周知 .................................................. 16 

2. 地域資源の保全 

(1) 地域の価値の明確化  ............................................. 17 

(2) 保全体制の構築 .................................................. 18 

3. ジオパークの学習・教育への活用 

(1) 未就学児へのジオパーク学習 ...................................... 20 

  (2) 小学生へのジオパーク教育 ........................................ 21 

  (3) 中学生へのジオパーク教育 ........................................ 23 

  (4) 高校生へのジオパーク教育 ........................................ 24 

  (5) 生涯学習でのジオパーク学習 ...................................... 25 

  (6) 学習成果発表の場の創出 .......................................... 26 

  (7) 関心の高い方を対象としたプログラム .............................. 27 

  (8) 国際的価値のある地質サイトに関する学習プログラム開発 ............ 29 

4. 防災・減災 

  (1) ジオパークとしての防災・減災へのアプローチ  ..................... 30 

  (2) 減災教育の推進 .................................................. 31 

5. 地域振興 

  (1) サステナブルツーリズムの推進 .................................... 32 

  (2) 研究・教育旅行の推進 ............................................ 34 

  (3) インバウンド対応の推進 .......................................... 35 

  (4) 国際的価値のある地質サイトの活用方法の検討 ...................... 36 

 



 

 

 

 

6. 可視性（ビジビリティ）の充実 

(1) ビジターセンターの活用 .......................................... 37 

(2) 拠点施設等の活用 ................................................ 39 

(3) 各種看板等の設置 ................................................ 40 

(4) パンフレットの整備 .............................................. 41 

(5) 情報発信 ........................................................ 42 

7. ネットワーク活動 

  (1) 国内ネットワーク活動の推進 ...................................... 43 

  (2) 国外ネットワーク活動の推進 ...................................... 44 

8. パートナーシップの構築 

  (1) パートナーシップ戦略の策定 ...................................... 45 

  (2) パートナーシップの締結 .......................................... 46 

  (3) パートナーとの連携事業 .......................................... 47 

9. 管理運営団体の法的位置付け 

  (1) 管理運営団体の法的位置付け ...................................... 48 

 

第４章 進行管理と推進計画の検証 ........................................... 49 

 

付録 ....................................................................... 50 

 



第１章 下北ジオパークの概要 

- 1 - 

 

第１章 下北ジオパークの概要 

 

 

ジオパークは、持続可能な地域社会を目指すために、将来世代が必要とするものを損

なうことなく、現在の世代が必要とするものを満たすこととされており、この地域に住

み活動する全ての人々がこの理念を理解し、下北ジオパークを次世代へつなげることが

必要です。 

そのためには、私たちがこの地域の持つ価値を十分に理解し、その保護と活用に向け

たより良い方法を模索し、創造的な地域づくりを進める必要があります。 

各項目・事業については下北ジオパークに与える影響や効果、将来像を十分に認識

し、誰もが楽しく活動できることを基本理念として各活動に取り組むものとします。 

 

下北の誇る海、大地を世界中の方に知ってもらいたい、訪れてほしいと考えていま

す。下北の価値をさらに高め、住民の方々がますます下北を好きになってもらえるよう

な８年間になってほしいという想いがあります。 

下北ジオパークの目指すユネスコ世界ジオパーク（以下、UGGpという。）認定は、そ

んな地域を実現するための第１ステップであり、目標の一つであると捉え、世界に誇れ

るジオパークを地域一丸となって作っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 下北ジオパークの理念 

「みんながつながる！下北ジオパーク」 

下北から 世界へ伝える 海・大地・未来 
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下北ジオパークの目的は、地域の貴重な地形・地質遺産と、それに関連する自然と文

化を有するサイトの保全を前提に、教育や学習に活用することで地域の魅力を再発見

し、「郷土愛の醸成」を図ること、また、ジオパークを活用した経済活動を各産業に発

展・波及させることで「地域の価値（ブランド力）向上」を図ることです。 

  

２ 下北ジオパークの目的 
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下北ジオパークは、本州最北端にある下北半島の北部地域を範囲とし、東北日本

を構成する主要な４つの地質と３つの異なる海洋環境、それらに支えられている豊

かな生態系と人々の営みにアプローチできることが特徴のジオパークです。 

 

東北日本を構成する主要な４つの地質とは「付加体」、「新第三紀の海底火山噴

出物」と「第四紀火山」、それらをつなぐ「堆積平野」を指します。 

 

◯付加体 

付加体は日本列島の主要な土台を形成する地質であり、海溝で沈み込む海洋プ

レート上の海底堆積物が、大陸プレート側に付け加わる作用によって形成されまし

た。下北ジオパークでは、約1億5000万年前に形成された付加体が尻屋崎エリアで見

ることができます。 

 

◯新第三紀の海底火山噴出物 

約2300万年前から約1350万年前まで、大地を海側へ引っ張る力がかかり、大陸と

大陸周縁部には裂け目が形成されました。裂け目での海底火山活動が活発化し、裂

け目がさらに拡大したことで、日本列島の大地が現在の位置まで移動し、日本海が

成立しました。下北でも大陸から分離した証拠を、焼山崎エリアで見ることができ

ます。 

1350万年前頃からは、海側へ引っ張る力と大陸側へ押す力が釣り合い、大陸から

離れた陸地の北東部が「東北日本弧」という島弧として発達していきました。下北

では海底での火山活動が継続し、下北西部に位置する津鼻崎エリアや脇野沢・鯛島

エリア、仏ヶ浦エリアなど、多くの見どころが形成されました。 

 

◯第四紀火山 

300万年前以降から現在にかけて、大陸側へ押す力が優勢となって東北日本弧は東

西方向へ強い圧縮の力がかかり、東北日本弧全体が隆起していきました。下北も隆

起に伴い陸域での火山活動が活発となり、恐山エリアや薬研エリアなどが形成され

ました。 

 

◯堆積平野 

258万年前から現在にかけては、山が侵食され、流れ下った土砂が周囲の海を埋め

ていきます。氷期間氷期サイクルによる海面の高さの変動と隆起によって堆積平野

ができあがり、さらに東部の下北丘陵と恐山山地が繋がり現在の下北の大地が完成

しました。下北の堆積平野を代表するエリアとして、北部海岸エリアや、砂嘴が見

どころの大湊・芦崎エリアを挙げることができます。 

３ 下北ジオパークの特徴 
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また、半島地域であるがゆえに、大地が海をさえぎっていることも下北ならでは

の環境を生み出しています。下北の東側に面する太平洋は「荒々しく、力強い海」

であり、暖流の津軽暖流と、寒流の沿岸親潮が流れる津軽海峡は「速く、豊かな

海」、そして陸地に囲まれた陸奥湾は「静かで穏やかな海」と、「海」の一言では

語れません。海の性質の違いは、下北の各地域で独自の文化・産業・信仰が育ま

れ、守り継がれる要因となっています。 

このうち津軽海峡は、海面が今よりずっと低かった最終氷期でも、北海道と下北

地域を隔てる存在であったとされています。このため、下北地域は多くの陸上生物

の分布北限になっています。生物の分布が大地に影響されることを示す好例も多

く、大地と生態系のつながりを感じることができるジオパークといえます。 

そして、京や大坂、江戸から遠く離れた地であり、半島という「地理条件」に伴

う陸上交流への制約によって、伝承以来、現代まで守り継がれている文化や、下北

地域を代表する「恐山」への信仰についても、本ジオパークを楽しむ上で欠かせな

いものです。 

このようなことから、下北ジオパークのテーマは、“海と生きる「まさかり」の

大地～本州最北の地に守り継がれる文化と信仰～”とし、ロゴマークは地形・地質

と海を表現する形状・配色に定められました。  

ロゴマーク 

 

エリアマップ 
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（１） 推進体制 

下北ジオパーク推進協議会には、協議会参画団体の全構成員によって組織される総会

と協議会の運営について具体的な検討、計画を行う幹事会、協議会の具体的な運営、事

業を推進する専門部会、協議会の事務を処理する事務局が置かれています。 

専門部会は2017年３月に示されたユネスコ世界ジオパーク再認定指針に対応して「保

全・研究部会」、「教育・防災部会」、「地域振興部会」へと再編しており、それぞれの専

門部会に協議会参画団体は割り振られています。 

この組織体系のもと意思決定を迅速にするため、2018年度からは各種専門部会と事務

局の役割を明確にしました。 

 

〇保全・研究部会 

国際的価値の明確化をはじめとした地域資源の研究活動を通じて、下北ジオパークの

新たな価値を見い出すとともに、地質・自然・文化などの地域資源を、住民活動を通じ

て保全することを推進します。 

 

〇教育・防災部会 

全ての年代の方が自然と人間とのかかわりを理解し、郷土愛の醸成を目指す、ジオ

パークを活用した教育を推進するとともに、ジオパークならではのアプローチによる防

災・減災への取り組みや減災教育を推進します。 

 

〇地域振興部会 

サステナブルツーリズムの実現と、国外からの誘客促進を目指し、受入環境の整備、

プロモーション事業や下北ならではの商品の活用を推進します。 

 

〇事務局 

広報活動やパンフレット類の原案作成、パートナーシップ事業や管理運営団体の法的

位置付けを担い、事業に応じて市町村の担当部局との調整を行います。 

 

３部会の連携を図るための対応として、複数部会への所属を認めるとともに、専門部

会の合同会議等を行うものとします。 

さらに、誰もが下北ジオパークを理解し、携わることができるボトムアップ体制を推

進するため、住民会議を行います。 

 

４ 下北ジオパークの運営体制 
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（２）運営体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会の様子 

 

専門部会の様子 
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第２章 推進計画とは 
 

 

  

下北ジオパークが目指す１０年後の将来のビジョンを「保全・研究」、「教育」、

「地域振興」の３項目にて、次の通り掲げます。 

 

 

保全・研究 

国際的に価値がある地質遺産から見い出された、地質学的にインパクトのある現

象が、下北モデルとして国際的に知られており、世界中から研究者が巡検に訪れる

とともに、国際学会・国際会議の誘致に取り組んでいる。 

一方で、自分たちが暮らす下北の大地の成り立ちを明らかにする研究が盛んに行わ

れており、下北を研究フィールドとしてくれる下北出身の研究者が現れている。 

 

 

教育 

世代を超えて地域の良さを語り合う環境で育ったこどもたちが、世界に活動の輪

を広げていく中でも、郷土を愛し、下北で育ったことを誇りに思う。 

自分たちが暮らしている地域が、世界的価値のある地域であることを誇りに思

い、こどもたち自らが外国人旅行者をおもてなししようとする活動を通じて、自然

とグローバル感覚が養われ、世界で活躍する足掛かりとなっている。 

 

 

地域振興 

ジオパークならではの世界基準のサステナブルツーリズムを通じて、外国人旅行

者をはじめとした交流人口の拡大が図られるとともに、認定ガイドや認定商品によ

り、一人当たりの旅行消費額が増加し、地域内消費額増となることで、持続可能な

地域に向けて前進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 将来のビジョン 
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（１）方針 

 

将来のビジョン達成のために、「保全・研究」「教育」「地域振興」各分野にて活動

方針を定めました。 

 

保全・研究 

下北の国際的価値が明確になっており、地域住民が世界に誇れる地域を目指します。

また世界の様々な研究者が注目し、世界中から巡検や研究旅行が実施され、世界中の研

究者による研究が盛んに行われ、下北の価値や魅力が発信される地域を目指します。 

 

 

教育 

地域住民が下北の成り立ちやこれまで歩んできた歴史、継承してきた文化など、地域

の魅力を理解することにより郷土愛が育まれ、郷土を誇れるこどもたちがあふれる地域

を目指します。 

また、ネットワークを活用した交流事業を推進し、グローバル教育の一環として国際

コミュニケーション能力を高める機会を提供します。 

 

 

地域振興 

ジオパークならではの地域資源を生かした、世界基準のサステナブルツーリズムを推

進し、交流人口の拡大による持続可能な地域を目指します。 

外国人旅行者の増加がなければ、持続可能な地域の実現は不可能なため、外国人旅行

者の受入環境整備を推進し、ユネスコ世界ジオパークのブランド力を生かした誘客促進

プロモーションを実施することで交流人口の拡大を図ります。 

 

 

 

  

２ 方針・施策の方向性 
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（２）再認定審査での指摘事項 

 

2024年度の再認定審査結果報告において、日本ジオパーク委員会から指摘された今後

の課題・改善すべき点について、解決することが求められています。以下にそれぞれの

項目と内容、本計画への記載項をまとめます。 

No. 内容 
推進計画へ

の記載 

Ⅰ 緊急に着手ないし解決すべき課題（おおむね１年以内） 

１ 

青森県の主要な公共交通機関に本ジオパークを視認できる表示、主要道路の  

分岐点に本ジオパークのロゴ付き道しるべの設置、青森県と連携し既設看板に 

本ジオパークのロゴを貼り付けるなど、さらなる可視性の向上が必要である。 

第 3 章 6-(3) 

２ 

下北ジオパークビジターセンターの展示において、海上自衛隊大湊地方隊施設と 

そのエリアにある砂嘴など、地質と自然環境や文化と関わり合いを理解できる 

情報提供をしてほしい。 

第 3 章 6-(1) 

３ 

本ジオパークを俯瞰できる釜臥山展望台において、ジオパーク看板の改修 

あるいは既存看板にジオパークロゴの貼付け、展望台下室内スペースに 

イーゼル型説明板やパンフレットの設置などによる可視性の向上が必要である。 

第 3 章 6-(2) 

４ 

仏ヶ浦遊覧船で仏ヶ浦に降り立った観光客への地質・地形を説明する 

ガイドを配置するなど工夫が期待される。また、他のガイド団体との交流 

を通じ、お互いの特徴を生かし補完できる体制の構築を目指してほしい。 

第 3 章 5-(1) 

Ⅱ できるだけ早く解決すべき課題（２年以内） 

１ 

仏ヶ浦をはじめとした地域内 の地質サイトについて、国際的な価値を高める 

ために、地元の大学 、JAMSTEC むつ研究所や関連研究機関と連携し、 

研究補助金等の活用により研究成果の国際誌への発表が必要である。 

第 3 章 1-(3) 

２ 
海域を含む境界線については引き続き検討を行い、海の営みを活かした 

活動、魅力あるストーリーを成り立たせる境界線にする必要がある。 

第 3 章 2-(1) 

３ 

遊覧船会社、産直友の会、地元の大学等とのジオパーク活動に賛同している  

組織とパートナーシップ協定の締結を目指してほしい。また、パートナー 

締結している団体には、パートナーであることが、一目でわかるような壁掛け、 

卓上盾などの設置を実施してほしい。 

第 3 章 8-(1) 

第 3 章 8-(2) 

４ 

ユネスコ世界ジオパーク関連の国際大会や、ユネスコと GGN が主催する 

集中コースなどの研修には、オンラインではなく現地参加し、海外の 

ジオパークとの情報交換や連携を図る必要がある。  

第 3 章 7-(2) 

Ⅲ 中長期的に解決すべき事項（４年以内） 

１ 

仏ヶ浦のエゾツルキンバイは本州での繁茂が貴重であることから、 

その保護について関係機関と協議し、看板にその貴重さを書き加えることや  

防護柵の設置等の検討を行い、地質・地形と生態が関連する代表的なサイト  

として整備を目指してほしい。 

第 3 章 2-(2) 
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（３）施策の方向性 

 

「研究活動の推進」 

 下北では、研究事例が総じて乏しく、住民が誇りに思う地質資源についても価値が明

確になっていないものや、或いはその成り立ちが未解明である地域資源も多くあること

が課題です。その要因として、学識経験者などとの連携や、研究のための受入環境、そ

して研究を推進・支援する体制が不十分であることが挙げられます。特に国際的価値を

有する地質遺産を探究する取組は重点的に取り組むことは必要とされ、その成果につい

ても広く発信していくことが求められます。 

  

「地域資源の保全」 

価値が明確になっている地域資源や、研究によって新たに価値付けられた地域資源が

下北ジオパークのサイトに一部含められていないこと、また、下北ジオパークにとって

重要な海が領域に含まれていないことが大きな課題となっており、地域と合意形成を図

りながら、解決に向けて取り組んでいく必要があります。 

また、みんなで取り組む保全活動を推進するため、住民を巻き込む活動を展開し、保

全活動の輪をさらに広げる必要があります。 

 

「ジオパークにおける学習・教育への活用」 

ジオパーク学習については、今後各年代に応じた学習プログラムを作成し、段階的に

提供していくことが必要となります。 

このためには教職員の方に向けた研修、学校現場で使いやすいプログラムの内容へ修

正していくことが必要です。 

さらにジオパークに関心の高い方を対象としたプログラムは、これまで小学校高学年

を対象に提供してきましたが、それぞれの年代に応じたプログラムを提供することが求

められます。 

 

「防災・減災への取り組み」 

下北を襲った豪雨災害に関して、研究や講演会を開催し、周知する機会を設けました

が、地域住民への情報提供する機会が不十分であり、周知方法を含め改善していく必要

があります。また災害発生時の各サイトでのジオガイドの対応についてマニュアル等を

作成するなど整備する必要があります。 

 

「地域振興」 

持続可能な地域を目指すためのサステナブルツーリズムは、まだまだ内容について検

討する余地があります。また、サステナブルツーリズムを推進するにあたり、来訪者増

に向けたプロモーション活動や国内外からの来訪者に対する受入環境整備が現状として

不足しています。これらの課題に対応する取組と併せて、国際的価値を有する地質遺産

に関するコンテンツの造成や研究・教育旅行の誘致にも取り組む必要があります。 
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「可視性（ビジビリティ）の整備」 

ビジターセンターでは、展示内容の多言語化や、外国人でも情報を入手でき、事務局

が常駐しインタープリテーションが可能な体制を構築することが求められます。 

また、下北ジオパークの拠点施設は現在３箇所ありますが、来訪者が情報を入手しや

すく、拠点施設周辺のサイトへの誘導を促すため、今以上に数と質の向上を図ることが

必要です。 

 看板の設置は、玄関口となる公共交通機関や主要なエリアへの設置を進めてきました

が、地域外での可視性についても、ジオパーク地域への誘導やジオパークを進めている

地域であることを認知させるための取り組みが求められています。 

また、パンフレット類の整備については、体系化を再整理する時期となっており、体

系化に基づいて順次作成、提供していく必要があります。 

また情報発信については、今後、外国人への発信も視野に入れ、ソーシャルメディア

での展開が求められています。 

  

「ネットワーク活動」 

 ネットワークでは、JGN 各種大会等へ積極的に参加してきましたが、引き続き参加し

ていくほか、ネットワーク活動に貢献できる取組をしていく必要があります。 

 国外の UGGp とは未だ交流できていない状況にありますが、今後は国際会議への参加

を積極的に進めながら、国外 UGGp との交流へも取り組む必要があります。 

 

「パートナーシップの構築」 

 ジオパークの活動に協力いただいている事業者・団体とは、協力関係が明文化された

書面による協約締結を求められており、パートナーシップ戦略を策定し、取り組んでい

く必要があります。加えて、国外の UGGp 地域とも包括連携協定を締結に向け、連携事

業を進めていく必要があります。 

 

「管理運営団体の法的位置付け」 

 UGGp のクライテリアには、法的に位置づけられている運営団体による恒久的な管理

が必要とされており、ユネスコカウンシルの動向を注視しつつ、適切な時期に法的位置

付けを明確化する必要があります。 
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（１） 計画の策定目的 

 本計画は、下北ジオパークに関わる全ての人達・団体によるジオパーク活動を通

して、持続可能な地域社会の実現に向け、総合的かつ計画的に推進することを目的

として策定します。 

 

（２） 計画の役割 

 本計画では、これまでの活動実績を基に、優れている活動をさらに発展・継続す

るほか、日本ジオパーク委員会による再認定審査での指摘された事項などに対応す

る取組の事業展開を定めています。 

 

（３） 計画の期間 

計画期間は８年間（２０２５年度～２０３２年度）とし、２０２８年度に実施さ

れる日本ジオパーク委員会による再認定審査の結果を踏まえ、２０２９年度の中間

見直しでは、再認定審査の指摘事項に対応した改定を行います。 

 

また、中間見直しでは、８年後までの計画を策定し、常に８年後までを見据えた

計画のもと、活動できる体制を構築します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 策定の目的と計画期間 



第３章 下北ジオパークの推進と展開 

- 13 - 

 

第３章 下北ジオパークの推進と展開 

 

 

 

（１）学識経験者・有識者との連携 

 

 研究事業を推進する上で、研究者、学識経験者、そして地域をよく知る有識者が連携

することで、研究活動の円滑化と下北ジオパークの地域資源の価値の周知につながりま

す。これまでも学識経験者・有識者との連携を目指し、事業を実施してきましたが、未

だ興味・関心が低いということが現状です。 

そこで今後の研究推進事業に向け、多くの研究者、学識経験者や有識者に、下北ジオ

パークと研究フィールドとしての価値を知ってもらうための周知活動を実施します。 

 

【今後の展開】 

 ○学識経験者・有識者のリスト化 

 ○高等教育機関・研究機関・学識経験者・有識者への働きかけ 

 〇下北地域内の学術研究・調査に関する情報収集 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

学識経験者・ 

有識者のリスト化 

リスト

拡充                

高等教育機関・研究機関・ 

学識経験者・有識者への働きかけ 

情報

収集 実施               

下北地域内の学術文献・

調査結果リストの更新 
実施                

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

学識経験者・有識者のリスト更新 0回 1回 1回 1回 1回 1回 

各種学会・大学等への呼びかけ 0回      3回      3回      3回      3回        3回 

対応した研究者年間人数 3名 10名 11名 12名 13名   20名 

地域内の学識経験者・有

識者との現地調査回数 
0回 1回 1回 1回 1回   1回 

下北地域内の学術文献・

調査結果リストの更新作業 
2回 2回 2回 2回 2回 2回 

１ 研究活動の推進 
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（２）研究者の受け入れ体制の整備 

 

 地域内には地質分野やジオパークを専門とし、複数の分野を包括する研究機関や大学

が存在しません。そのため下北地域内の地質・自然・文化遺産に関する文献や現在の状

況を、研究者、学識経験者や有識者へ伝える窓口機能を充実させることで、研究活動の

裾野をさらに広げることを目指します。 

 また、これまで整備されていなかった学術的な見どころを巡る巡検のコースを作成す

ることで、下北ジオパークが学術活動の場としてさらに活用されることを目指します。 

 

【今後の展開】 

 ○窓口の設置 

 ○データベース提供環境の整備 

 〇巡検モデルコースの作成 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

ホームページの更新 実施                

データベース 

提供環境の整備 
運用                

巡検モデルコースの

作成 

コース１ 

作成 

 

 

 
 

 

周知 

コ ー ス 2 

作成 

 

運用 

 

 

コ ー ス 3 

作成 

 

 

 

コ ー ス 4 

作成 

 
 

コ ー ス ５ 

作成 

 

 

 

コ ー ス 6 

作成 

 
 

コ ー ス 7 

作成 

 
 

コ ー ス 8 

作成 

 
 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

データベースの更新 0回 2回 2回 2回 2回 2回 

巡検モデルコースの作成(累計) - 1本 2本 3本 4本 8本 

下北内での研究旅行催行数 - - 1回 1回 1回 3回 
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（３）研究の推進 

 

現状として、下北ジオパーク内の地質遺産の国際的価値を明確にした査読付英語論文はありません。

また下北を対象とした国際的な研究も不足しています。地質遺産の国際的価値を明確化するための研究を

下北ジオパークが主体となって実施し、優れた研究活動については積極的に支援することが必要です。 

 また、下北の成り立ちについては、最新の分析手法による地質年代等の解明が行われ

ておらず、地域に数多くある自然・文化遺産などの地域資源の価値や地質遺産との関連

性についても十分に明らかになっているとはいえず、地域をよく知る地域住民や地元大

学と連携した調査研究を実施することが必要です。 

 

【今後の展開】 

 ○共同研究の推進 

 ○研究補助金制度 

 〇査読付英語論文の執筆支援 

 〇地域住民と連携した調査研究 

 〇地元大学との連携 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

共同研究の推進 
実地

調査 

方針 

決定 

共同研究 

１年目 
共同研究 

２年目 

共同研究 

３年目 

共同研究 

４年目 

（論文投稿） 

共同研究 

５年目 

（論文公開） 
    

研究補助金制度 公募                

査読付英語論文の執

筆支援 

創設 

公募                

地域住民と連携した

調査研究 

情報収集 

実地調査               

地元大学との連携 情報収集 
検討 

実施 
             

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

地質遺産の国際的価値に関する国際誌掲載（累計）  - - - - - 1本 

研究補助金事業成果の学術誌掲載（累計）  - - 1本 1本 2本 4本 

国際誌掲載（累計） - 1本 2本 3本 4本 6本 

下北ジオパークをフィールドとした卒業論文数（累計） - 1本 2本 3本 4本 8本 

地域内の学識経験者・有識者との現地調査回数 0回 1回 1回 1回 1回 1回 
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（４）研究成果の周知 

 

 地域住民の地質・自然・文化遺産に対する更なる愛着や、地域外の様々な方へ下北ジ

オパークの魅力を知ってもらうために、研究活動によって得られた成果を様々な場面、

手段で発信する必要があります。 

これまで実施してきた学術研究発表会に加え、研究補助金事業の研究報告書のオンラ

イン公開、さらに国外のジオパーク関係者や研究者をターゲットとした媒体や学会等で

の発表も行い、地質遺産の国際的価値や、地域資源の文化的価値等の世界に誇れる魅力

を発信します。 

 

【今後の展開】 

 ○学術研究発表会の実施 

 ○研究報告書の公開 

 ○国外への発信 

 ○研究成果の発表 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

学術研究発表会の 

実施 
 実施               

研究報告書の公開  公開               

国外への発信   実施      
 

 

      
 

 

研究成果の発表     発表            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

学術研究発表会の実施 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

GGN、APGN国際会議での発表等 - - 1回 1回 1回 1回 

JpGU、各種学会での発表 1回 - - 1回 1回 1回 
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（１）地域の価値の明確化 

 

 下北ジオパークでは、地質遺産および地質遺産と関連性がある地域資源を地質サイト、

自然サイト、文化サイトと定め、保全を前提とした学習活動への活用、持続可能な開発

を実施してきました。 

前回の2019年のサイト検討以降、研究活動の推進や地域住民からの提案により、地域

内に存在する新たな地域資源も見出されています。これら地域資源を下北ジオパークの

要素の一つとしてその価値を明確化し、学習や持続可能な開発に向けて活用できるよう

サイトとして設定します。 

また、現在は海が領域として設定されていませんが、海を含めた領域の設定を検討し

ます。 

 

【今後の展開】 

 ○既存サイトの見直し、新規サイトの認定 

 ○海域の設定 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

既存サイトの見直し、 

新規サイトの認定 

カルテ

作成 

サイト

検討

会議 

各種

情報

更新 
 

カルテ

作成 

サイト

検討

会議 

各種

情報

更新 
         

海域の設定 調整 
サイト

検討

会議 

総会

承認 
             

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 〇下北地域内の価値ある地域資源が新規サイトとして設定されている。 

 〇下北ジオパークの範囲の飛び地が解消され、海が領域として設定されている。 

 

  

２ 地域資源の保全 
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（２）保全体制の構築 

 

貴重な地域資源を保全するため、下北ジオパーク保全管理計画に基づいた保全管理方

法を実施します。今後は変更および新設されたサイトについても計画に盛り込み、全て

のサイトがモニタリングできるようモニタリングマニュアルを追加・修正していきます。 

また、モニタリングでは、地域住民も巻き込んだ活動とするため、モニタリング勉強

会等を実施します。 

サイトを保全する上で、そのサイトの管理・運営団体とパートナーシップ戦略に基づ

き、連携して保全に努めていきます。 

これまで地域内で活発に実施されてきた海岸清掃活動は、沿岸にサイトが点在する下

北ジオパークにとって必要不可欠であり、地域住民と協働した保全活動の取組として引

き続き実施するとともに、より多くの住民へ保全意識の醸成を図ることを目的としたイ

ベントを実施します。 

 

【今後の展開】 

 ○保全管理計画の修正・承認 

 ○モニタリングマニュアルに基づくモニタリング 

 〇モニタリング活動の推進 

 〇自然・文化遺産の管理・運営団体との連携 

 〇サイトおよびサイト周辺の整備 

 〇保全意識の醸成を目的としたイベントの実施 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

保全管理計画の修正・承認  修正 

承認 

運用 

   修正 

承認 

 

              

モニタリングマニュアル

に基づくモニタリング 

実施 

 

 

 

 

マニュアル

作成 

   

 

 

マニュアル

作成 

            

モニタリング活動の 

推進 
実施            

 
    

自然・文化遺産の管理団

体との連携 
実施   

 
  

 

    
 

      

サイトおよび 

サイト周辺の整備 
実施       

 
        

保全意識の醸成を目的と

したイベントの実施 
実施        

 
       

下北ジオパークの範囲を

保護する条例の制定 
         

素案

作成 
総会 

議案

上程 
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【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

サイトにおける 

モニタリング確認書提出率 
100% 100% 100% 100% 100% 100% 

サイトにおける 

確認書平均提出数 
1.8件 2.0件 2.0件 2.5件 2.5件 3.0件 

モニタリング勉強会開催 1回 3回 3回 3回 3回 3回 

海岸清掃活動への参画 5回 5回 5回 5回 5回 5回 

イベント平均満足度(５段階) - 3.0 3.2 3.4 3.6 4.0 
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（１）未就学児へのジオパーク学習 

 

   現在、下北ジオパークでは未就学児を対象とした出前講座のメニューや幼児教材は

ありませんが、未就学児に、「ジオパーク」という言葉を知ってもらうことや「保全の

心」を知ってもらえるような出前講座のメニューを開発し、実施していきます。また、

教材の開発についても取り組んでいきます。 

 

 

【今後の展開】 

 ○未就学児への出前講座の開発・運用 

 ○幼児教材の開発   

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

未就学児への出前

講座の開発・運用 

試験

運用 
メニュー化 

周知 
運用    

 
          

幼児教材の開発   情報

収集 

開発 

 

 

 

 

 

提供 
 

開発 

 

 

 

  

 開発 

 

 

 

   

開発 

 

 

 

 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

管内幼稚園・保育園での 

出前講座の実施率(累積) 
- - 10% 55% 100% - 

管内保育園、幼稚園での導入率 - - 10% 55% 100% 100% 

幼児教材数（累計） - - - 1件 2件 4件 

３. ジオパークの学習・教育への活用 
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（２）小学生へのジオパーク教育 

 

   各エリアを扱う出前講座メニュー、単元に基づいた総合学習に活用できる出前講座

メニューは、ニーズに十分に対応できていない現状であり、管内の学校への周知も不

十分となっています。 

小学生には現地学習を通じてジオパークの楽しさに触れること、そして下北ジオ

パークの全エリアを知ってもらうことを到達目標として取り組み、今後も継続して小

学校でジオパーク学習を促進してもらうために、学習用テキストの作成、単元に基づ

いた総合学習に活用できる出前講座や低学年向けの出前講座のメニュー化、教職員の

方々にジオパーク学習の活用について周知する研修会も継続して実施します。 

 

【今後の展開】 

 ○全エリアを知ることのできる出前講座のメニュー化と運用 

 ○低学年向け出前講座のメニュー化と運用 

 〇学習用テキストの作成 

 〇単元に基づいた総合学習に活用できるプログラムの出前講座のメニュー化と運用 

 〇教職員向け研修会 

 〇教育促進事業費補助金 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

全エリアを知ることのできる 

出前講座のメニュー化と運用 

既存 

メニュー

公開 

 

運用 

 

 

 

開発 
全エリア

公開             

低学年向け出前講座

のメニュー化と運用 

情報

収集 

開発 

 

公開 
運用       

     
 

  

学習用テキストの作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 配布 作成 

単元に基づいた総合学習に 

活用できるプログラムの 

出前講座のメニュー化と運用 

情報

収集 

 

 

 

開発 

 
 
 

開発 

 

 

運用 

 

 

 

 

開発 

 

 

 

 

開発 

 

 

 

 

        

教職員向け研修会 実施   
 

            

教育促進事業費補助金 実施   
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【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

教職員向け研修会の実施 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

管内小学校の学習導入率 94% 100% 100% 100% 100% 100% 

学習・活動発表会への教育関係者人数  - 60名 60名 60名 60名 60名 

管内小学校におけるジオパークに 

関する課外学習導入率 
88% 88% 100% 100% 100% 100% 
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（３）中学生へのジオパーク教育 

 

   各エリアを扱う出前講座メニュー、単元に基づいた総合学習に活用できる出前講座

メニューは、ニーズに充分に対応できていない現状であり、管内の学校への周知も不

十分となっています。 

中学生には下北ジオパークの全エリアを理解してもらうことを到達目標として取り

組み、今後も継続して中学校でジオパーク学習を促進してもらうために、学習用テキ

ストの作成、単元に基づいた総合学習に活用できる出前講座のメニュー化や教職員の

方々にジオパーク学習の活用について周知する研修会も継続して実施していく必要があります。  

 

【今後の展開】 

 ○全エリアを理解できる出前講座のメニュー化と運用 

 〇学習用テキストの作成 

 〇単元に基づいた総合学習に活用できるプログラムの出前講座のメニュー化と運用 

 〇教職員向け研修会 

 〇教育促進事業費補助金 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

全エリアを理解できる

出前講座のメニュー化と運用 

既存 

メニュー

公開 

 

運用 

メニュー化 

 

全エリア

公開              

学習用テキストの作成 
公開 

 

 

 
 

 

改訂 

    
改訂          

単元に基づいた総合学習に

活用できるプログラムの出前講座

のメニュー化と運用 

情報

収集 

開発 

 
 
 
 
 
 

開発 

 

 

 

運用 

 

 

 

開発 

 

 

 

 

 

 

 

開発 

 

 

 

 

 

 

    

 

    

教職員向け研修会 実施    
 

           

教育促進事業費補助金 実施   
 

            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

教職員向け研修会の実施 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

管内中学校の学習導入率  77% 100% 100% 100% 100% 100% 

学習・活動発表会への教育関係者人数  - 60名 60名 60名 60名 60名 
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（４）高校生へのジオパーク教育 

 

   現在、高校での出前講座は特化したメニューを提供できておりません。今後は、高

校生が地域の課題を考えることを目標とした質の高い出前講座のメニュー化に取り組

む必要があります。 

高校生には、ジオパークを通じて地域の課題を世界的な課題と対比して考える機会

を与えることを目標として取り組みます。 

 

【今後の展開】 

 ○地域の課題を世界的な課題と対比して考えることができる出前講座のメニュー開発 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

高校生向け出前講座

のメニュー化 

試験

運用 
開発 運用              

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

管内高校への学習導入率 75% 75% 75% 100% 100% 100% 

学習・活動発表会への教育関係者人数 - 60名 60名 60名 60名 60名 
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（５）生涯学習でのジオパーク学習 

 

これまで、地域住民に対しては、要望に応じて出前講座や市民大学、ツアーなど

を実施してきました。特に下北ジオパークガイドの会は、地域の語り手として活動

を始めており、地域のジオパークに対する理解は確実に高まっています。 

また、地元企業や町内会でも、出前講座を通じて地域を知り、保全や地域振興な

どジオパークの活動への参加が増えています。地域の理解を高めるため、引き続き

出前講座を中心とした生涯学習への取組を進めていきます。 

 

【今後の展開】 

 ○大人向けの講座や出前講座の実施 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

大人向けの講座や 

出前講座の実施 
実施                

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

大人向けの講座や出前講座実施件数 10件 10件 10件 10件 10件 10件 
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（６）学習成果発表の場の創出 

 

   下北ジオパークでは、各教育機関、ジオパークに関心の高い生徒や地域住民に対し、

これまでのジオパークについて学び、活動してきた成果を発表する場を提供してきました。

学習・活動発表会や下北ジオ検定では、回を重ねるごとに発表件数や関心が高くなっている

ことから、今後も継続して実施することでジオパーク学習の普及および深化を目指します。  

ジオパーク全国大会への生徒参加は、ジオパーク活動の成果を全国に向けて発表す

る機会を提供するとともに、ジオパークに関心をもつ生徒がより深く学び、地域に

その知見と経験をフィードバックするなど機能しはじめました。そのような生徒が

下北ジオパークを推進する担い手となれるよう、継続して実施する必要があります。 

また、国外UGGpとのパートナーシップ締結と交流は、こどもたちの異文化理解と語学力向上の

絶好の機会となります。地域内のこどもたちが国外UGGpを訪れ、異国の言語や文化に触れ、現地の

こどもたちと直接交流する機会を創出することで、グローバル感覚が養われることを目指します。  

 

【今後の展開】 

 ○学習・活動発表会の開催 

 ○下北ジオ検定の開催 

 ○ジオパーク全国大会への生徒参加 

 ○国外UGGp連携先との交流事業 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

学習・活動発表会の開催  実施               

下北ジオ検定の開催  実施               

ジオパーク全国大会

への生徒参加 
 実施               

国外UGGpとの交流事業     検討 

学校

への 

調査 

事業

内容

決定 

 

周知 

 

参加

調査 

訪問

交流 
 受入 

交流 

周知 

 

参加

調査 

訪問

交流  受入 

交流 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

学習・活動発表会への教育関係者人数 - 60名 60名 60名 60名 60名 

下北ジオ検定受検者数 29名 50名 50名 50名 50名 50名 

全国大会への生徒派遣 - 1件 1件 1件 1件 1件 

国外UGGpとの交流事業(累計) - - - - - 4回 
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（７）関心の高い方を対象としたプログラム 

 

これまでも、ジオパークに興味・関心を持つこどもがより深い学びを得ることが

できる機会を創出してきましたが、このような事業は、普段体験することができな

い貴重な体験となり、その後ジオパークの活動に積極的に参加するなど活動の輪が

広がってきています。 

今後は、これらの事業を継続するとともに、対象をこれまでの小学校高学年から拡大し、

中学生、高校生や一般向け、そして小学校低学年に向けたプログラムを展開していきます。  

具体的には、小学校低学年を対象とした事業では、親子で一緒に楽しむことので

きる親子研究室を実施します。 

また、高校生を対象とし、より専門的な地学や質の高いジオパークに関する学び

と活動の場となることを目的としたジオクラブの立ち上げを目指します。 

さらに、ジオパークや地学に親しみ、知識欲を満たすことを目的として中学生か

ら参加可能な大人向けワークショップも実施していきます 

 

【今後の展開】 

 ○体験学習の実施 

 〇連携先とのこども向け事業の実施 

 〇親子研究室（小学校低学年対象） 

 〇こども研究室（小学校高学年対象） 

 〇大人向けワークショップ（中学生以上対象） 

 〇ジオクラブ 

 

 【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

体験学習の実施 実施                

連携先とのこども向け

事業の実施 
実施                

親子研究室の実施 実施                

こども研究室 

（小学校高学年対象） 
実施                

大人向けワークショップ 

（中学生以上対象） 
 実施               

ジオクラブ 
プレ 

イベント 

の実施 

周知 実施              
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【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

〇ジオクラブが、ジオパークに関心の高い生徒の受け皿となっていること 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

ジオキャンプの実施 0回 1回 1回 1回 1回 1回 

連携先とのこども向け事業の実施 2回 2回 2回 2回 2回 2回 

親子研究室の実施 - 2回 2回 2回 2回 2回 

こども研究室の実施 2回 2回 2回 2回 2回 2回 

大人向けワークショップの実施 - 2回 2回 2回 2回 2回 
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（８）国際的価値のある地質サイトに関する学習プログラム開発 

 

今後、地質遺産の国際的価値が明確化された場合、地域全体として価値と魅力を

伝える特化した学習プログラムの開発が必要となります。 

 学校でも利用できる方法を検討し、こどもたちが、下北の国際的価値のある地質

サイトを知っている状態を目指します。 

 

【今後の展開】 

 ○国際的価値のある地質サイトでの学習プログラム開発 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

国際的価値のある地質サイト 

での学習プログラム開発 
  

情報

収集 
調査 

開発 

 

     

 

運用 

 

 

   

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

国際的価値のある地質サイト

での学習プログラム数 
- - - - - 1件 

小中学校における国際的価値

のある地質サイトの知名度 
- - - - - 100% 
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（１）ジオパークとしての防災・減災へのアプローチ 

 

これまで2021年、2022年と発生した豪雨災害を中心に、地域で発生しうる災害のメカ

ニズムの解明と、災害に対する対応力向上を図ってきました。 

今後は、これまで判明した災害に関する事柄を、事務局全体で学ぶ場を設け、災害リ

スクを共有していきます。 

また、災害発生時の来訪者の安全確保を目的に、災害発生時のマニュアルを新たにエ

リアごとに作成し、下北ジオパークガイドの会と共有します。 

ビジターセンターや拠点施設でも展示内容を改修し、これまでに発生した災害の記録

とメカニズム、そして各エリアの災害リスクが伝わるような展示を目指します。 

さらに、火山災害など、災害リスクと災害時の様子を伝える出前講座を他地域の事例を参考に作成します。  

 

【今後の展開】 

 ○事務局員向け防災講座の実施 

 ○各エリアの災害時リスクを想定したマニュアル作成と、研修での周知共有 

 〇ビジターセンター、拠点施設での展示改修 

 〇他地域で発生した災害に基づいた出前講座のメニュー化 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

事務局員向け防災講座の実施 実施                

マニュアル作成と研

修での周知 
  作成  研修            

ビジターセンター、 

拠点施設での展示改修 
  

展示案

検討 

展示

内容

確定 

展示

改修  完成          

他地域で発生した災害に基づいた 

出前講座のメニュー化 
  開発 

 
開発  開発  開発  開発      

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

事務局員向け防災講座の実施 - 1回 1回 1回 1回 1回 

マニュアルを周知する研修会の開催回数 - - - 2回 2回 2回 

災害別出前講座メニュー数(累計) - - 1件 2件 3件 5件 

４. 防災・減災 
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（２）減災教育の推進 

 

   下北ジオパークではこれまで、豪雨災害を中心に学校での出前講座や体験プログラム

にて提供してきました。2021年と2022年に発生した豪雨災害や、他地域で起こった災害

の記憶と教訓を今後も継承し、減災意識の向上を目的に、減災教育メニューの提供を継

続して実施します。 

 

【今後の展開】 

 ○減災教育メニューの提供 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

減災教育メニューの

提供 

周知 

実施 

  
 

            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

減災に関する講座の実施件数 1件 1件 1件 1件 1件 1件 
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（１）サステナブルツーリズムの推進 

 

 これまでも地域の観光事業者やガイド団体、地域事業者と連携し、ツーリズムの推進

を実施してきましたが、その一方で多種多様な来訪者を受け入れる点については、移動

手段や宿泊地が限られ、安心して観光できる環境整備や独自色をアピールするようなプ

ロモーション活動は依然として改善の余地があります。さらに来訪者の満足度を高める

ため、ジオガイドが活躍できる機会や付加価値が付いたコンテンツの拡充も誘客促進に

は欠かせません。 

 

【今後の展開】 

 ○誘客促進プロモーション 

 ○ジオガイドの活躍する場の創出と養成 

 〇受入体制の整備 

 〇認定商品の活用 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

誘客促進 

プロモーション 
実施                

エリアガイドとして

活躍の場の創出 
調整 

 
実施              

教育ガイド、エリア

ガイドの養成 

新規

ガイド 

認定 

 

研修 

   

 

           

受入体制の整備 
課題

抽出 

整備

内容

検討 
実施              

認定商品の活用 

認定 

 

パワー 

アップ 

補助金 

  

 

パッケージ

作成補

助事業 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域振興 
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【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 ※集計中のため未記載 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

宿泊者数(人泊)  ※ 288,698 303,132 318,289 334,203 334,203 

旅行消費額(百万円) ※ 10,440 10,962 11,510 12,086 14,691 

来訪者満足度(％) ※ 90.4 94.9 94.9 94.9 94.9 

地域外へ向けた商業誌への掲載 0回 1回 2回 2回 2回 2回 

新規認定ガイド数 6人 3人 3人      3人      3人       3人 

現地ガイド実施回数 

(小中学校の課外学習を除く) 
20件 20件 22件 24件 26件 34件 

認定商品年間売上額(千円) ※ 125,000 130,000 135,000 140,000 160,000 
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（２）研究・教育旅行の推進 

 

 下北ジオパークには、地学をはじめ、地形・地質と自然・文化との関わりを学ぶこと

のできるサイトが多く存在しています。これまでも修学旅行等で利用されてきましたが、

今後は、研究旅行や教育旅行の訪問先として、さらに利用されるよう、モデルコースの

作成や周知活動を展開します。 

 

【今後の展開】 

 ○研究旅行の受入の推進 

 ○教育旅行の受入の推進 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

研究旅行の 

受入の推進 

コース１ 

作成 

 

 

 
 

 

周知 

コ ー ス 2 

作成 

 

運用 

 
 

 

 

コ ー ス 3 

作成 

 

 

 
 
 
 

コ ー ス 4 

作成 

 

 

 
 
 
 

コ ー ス ５ 

作成 

 

 

 
 
 
 

コ ー ス 6 

作成 

 

 

 
 
 
 

コ ー ス 7 

作成 

 

 

 
 
 
 

コ ー ス 8 

作成 

 

 

 
 
 
 

教育旅行の 

受入の推進 
 

体制

整備 

コース

設定 
周知 実施            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

巡検モデルコースの作成(累計) - 1本 2本 3本 4本 8本 

下北内での研究旅行催行数 - - 1回 1回 1回 3回 

下北内での教育旅行催行数 1回 - - 1回 1回 1回 
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（３）インバウンド対応の推進 

 

 下北ジオパークでは、国外からの来訪者が安心して楽しむことのできる地域を目指し

ています。国外からの観光需要に対応した外国人向けのデジタルコンテンツの整備など、

少しずつ受入体制を整えてはいますが、まだまだ国外からの来訪者が少ない状況です。 

 今後は国外からの来訪者をターゲットとした誘客促進プロモーション、国外からの来

訪者が安心して観光できるための２か国語以上対応可能なガイドやコミュニケーション

ツールの拡充及びWi-fi環境整備などの受入環境の整備を並行して実施し、国外からの

来訪者の増加を目指します。  

 

【今後の展開】 

 ○受入環境の整備 

 ○誘客促進プロモーション 

 〇ジオガイドの活躍する場の創出と養成 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

受入環境の整備 調査 
方針 

決定 
実施       

 
      

誘客促進 

プロモーション 

情報

収集 
検討 実施              

ジオガイドの活躍す

る場の創出と養成 
研修                

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

   

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

Amazing AOMORI「外国人にやさしい立ち寄り施設」 

への掲載数（累計） 
- 7件 15件 25件 50件 100件 

外国語対応可能なガイド数（累計） - 3人 4人 5人 6人 10人 
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（４）国際的価値のある地質サイトの活用方法の検討 

 

 今後、地質遺産の国際的価値を明確化するにあたり、その価値ある地質サイトを実際

に訪れることができるような環境やメインコンテンツとしたツアーなどの開発が必要と

なります。 

 下北ジオパークでは、国際的価値のある地質サイトの受入環境整備とコンテンツ開発

を研究活動の推進と並行して整えていきます。 

 

 

【今後の展開】 

 ○受入環境の整備 

 ○コンテンツの検討・開発 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

受入環境の整備 検討 
 

実施              

コンテンツ（ツアー・お土産・ 

バーチャルツアー）の検討・開発 

情報

収集 

 

 

  
調査 

 

 
 

開発 

 

 
  

 

 

実施 

 

      

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

国際的価値のある地質サイト

を巡るツアーの開発（累計） 
- - - - 1件 2件 

国際的価値のある地質サイト

に関するコンテンツ数(累計) 
- - - - 1件 1件 
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（１）ビジターセンターの活用 

 

下北ジオパークビジターセンターは、インタープリテーションセンターとしての機能

の拡充を目指します。 

ビジターセンターでは、下北の成り立ちや見どころなどを提供していますが、自然・

文化遺産と地形・地質との関わりや気候変動・災害について、十分に伝えきれていませ

ん。今後は、展示内容の改修や、3D映像などIT技術を活用した展示により、下北ジオ

パークの魅力が十分に伝わり、ビジターセンターを訪れた人がこれから各エリアを周遊

したくなることを目指すとともに、国外からの来訪者が下北ジオパークの情報を容易に

得られるビジターセンターを目指します。 

また、翻訳アプリの導入やWi-fi環境整備、さらに災害情報の提供を実施します。 

さらに、インタープリテーションセンター化を図るため、事務局がいつでも来訪者に

対応できる仕組みづくりに取り組みます。 

 

【今後の展開】 

 ○自然・文化遺産と地形・地質の関わりが伝わる展示 

 ○展示内容の多言語対応 

 〇気候変動・災害に関する展示 

 〇3D映像などを駆使した展示の開発 

 〇災害情報の提供 

 〇翻訳アプリの設置・活用 

 〇来訪者へのWi-fi環境の整備 

 〇職員の常駐 

  

６ 可視性（ビジビリティ）の充実 
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 【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

自然・文化遺産と地形・地質 

の関わりが伝わる展示 

改訂

(仏ヶ浦) 
 

改訂

(海域) 

プラン

検討 

展示

内容

作成 

 完成   
展示

改修 
完成      

展示内容の多言語対応    
プラン

検討 

展示

内容

作成 

 完成   
展示

改修 
完成      

気候変動・災害に関

する展示 
   

プラン

検討 

展示

内容

作成 

 完成   
展示

改修 
完成      

3D映像などを駆使し

た展示の開発 
   

情報

収集 

展示案

作成 
作成 完成          

災害情報の提供    

提供

内容

検討 

提供

方法

検討 

作成 完成          

翻訳アプリの設置・活用 調査 
方針 

決定 
実施    

 
         

来訪者へのWi-fi環境の整備  調整 整備              

事務局の平日対応 実施           
 

    

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

〇自然・文化遺産と地形・地質との関わりが伝わる展示、気候変動・災害に関する展

示、3D映像などを駆使した展示がなされ、誰もが訪れたくなるビジターセンターと

なっている。 

〇展示物の多言語化や、翻訳アプリが整備され、国外からの来訪者も満足できるビジ

ターセンターとなっている。 

〇情報を得るためのWi-fi環境、職員と常にコミュニケーションが取れる環境が整

い、インタープリテーションセンターとして十分に機能している。 
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（２）拠点施設等の活用 

 

 現在、野牛川レストハウス（東通村）、津軽海峡文化館アルサス（佐井村）と鯛島の

館（むつ市脇野沢地区）が拠点施設となっており、下北ジオパークに関する情報を提供

しています。 

今後は、5市町村全てに拠点施設を設置すること、来訪者の利便性が向上すると期待

される釜臥山展望台をはじめとした施設を拠点施設として整備することを目指します。 

また、多言語対応した展示やフリーWi-fi環境など、拠点施設でも様々な方が十分に

情報を得ることができる環境を整備します。 

拠点施設をさらに生かすため、これまでほとんど実施されていなかった、下北ジオ

パークに関するイベントを実施し、より多くの方に向けた魅力の発信を目指します。 

 

【今後の展開】 

 ○拠点施設の拡充 

 ○各拠点施設に適した多言語対応 

 〇パンフレット・観光案内情報の設置 

 〇拠点施設を活用したイベントの実施 

 〇フリーWi-fi環境の構築 

 

計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

拠点施設の拡充 
情報

収集 

 

調整 

 

 

 

 

設定 

   

 

         

各拠点施設に適した

多言語対応 
      実施        

 
 

パンフレット・ 

観光案内情報の設置 
設置   

 

 

 

 
       

 
   

拠点施設を活用した

イベントの実施 
実施          

 
     

フリーWi-fi環境の構築      調整 整備       
 

  

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

拠点施設数(累計) 3件 3件 4件 5件 7件 8件 

拠点施設でのイベント実施回数 - 1回 1回 1回 1回 1回 
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（３）各種看板等の設置 

 

 地域内では、来訪者や住民がジオパーク内にいることを認識することができること、

地域外では、下北ジオパークへ誘導ができるよう、地域の玄関口となる公共交通機関や

幹線道路、主要なエリアに各種看板の設置やロゴマークの掲示が求められています。 

 今後は、看板設置計画を改定し、地域内では看板の情報更新とさらなる拡充を図ると

共に、他団体の管理する看板等にもロゴマークを掲示します。 

また、地域外では主要道路や公共交通機関への看板等の設置に取り組み、可視性の向上を図ります。  

   

【今後の展開】 

 ○看板設置計画の改定 

 ○解説看板の新規設置・更新 

 〇他団体の既存看板へのロゴマーク掲示 

 〇主要道路の誘導看板の設置 

 〇歓迎看板の改修 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

看板設置計画の改定   

改定

内容

検討 

改定      

改定

内容

検討 

改定     

改定

内容

検討 

解説看板の新規設置・

更新 
  

 

 

デザイン 

・内容 

検討 

設置 

更新 

 

 

 
   

デザイン 

・内容 

検討 

設置 

更新 

 

 

 
    

他団体の既存看板への

ロゴマーク掲示 

交渉 

 

 

 

 

設置

内容

検討 

 

調整 

 

 設置 
 

          

主要道路の誘導看板の

設置 

交渉 

 

 

 

 

設置

内容

検討 

 

調整 

 

 設置 
 

  
 

 

 

 

 

 
     

公共交通機関への 

看板等の設置 

交渉 

 

 

 

 

設置

内容

検討 

 

調整 

 

 設置 
 

          

歓迎看板の改修    
改修

検討 
改修  

 
         

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

解説看板の設置エリア数(累計) 11ｴﾘｱ 11ｴﾘｱ 11ｴﾘｱ 16ｴﾘｱ 18ｴﾘｱ 18ｴﾘｱ 

他団体の既存看板へのロゴマーク掲示達成率 - - - 90% 100% 100% 

主要道路の誘導看板設置数(累計) - - - 1基 2基 2基 

看板等を設置した公共交通機関数(累計)  - - - 2件 3件 3件 



第３章 下北ジオパークの推進と展開 

- 41 - 

 

 （４）パンフレットの整備 

 

 下北ジオパークでは、それぞれの用途に合わせた複数のパンフレットを作成してきま

した。一方で、様々なニーズに対して適切な情報を提供できているとは言えないため、

パンフレットの体系化とそれに基づくパンフレット作成が必要です。 

 今後は、パンフレットの体系化を図り、国内外からの来訪者のニーズに合わせた情報

が提供できるパンフレットの整備を進めます。 

  

【今後の展開】 

 ○パンフレットの体系化 

 ○パンフレットの体系化に基づいたパンフレットの作成 

 ○外国人向けパンフレットの体系化 

 ○外国人向けパンフレットの体系化に基づいたパンフレット作成 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

パンフレットの体系化 検討 決定               

体系化に基づいた 

パンフレット作成 
 

内容

検討 

 

 

 

 

 

発行 

 

     
内容

検討 
発行     

内容

修正 

外 国 人 向 け パ ン フ レ ッ ト

の体系化 
検討 決定              

 

 

外 国 人 向 け パ ン フ レ ッ ト

の体系化に基づいた

パンフレット作成 

 

内容

検討 

 

 

 

 

 

発行 

 

 

    
内容

検討 
発行     

内容

修正 

ガイドブックの発行 
一部

改訂 

発行 

内容

検討 

 

 
発行  

 

 
   

内容

検討 
発行     

内容

修正 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

○様々なニーズに対して適切な情報が提供できるパンフレットが整備されている 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

日本語版ガイドブック売上部数 10部 200部 350部 150部 150部 150部 
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（５）情報発信 

 

 これまで複数のSNSを活用し、下北ジオパークの魅力や活動について周知に努めてき

ました。 

今後は、視聴者が下北ジオパークを訪れたくなるような情報発信を様々な媒体で積極

的に実施していきます。ホームページも継続し、いつでも最新かつ適切な情報を入手で

きる環境を整備し続けます。 

また、TVや新聞で取り上げられることは、地域内および県内の方々に向けた情報発信

として重要であり、プレスを活用した発信も継続して実施していきます。 

 

【今後の展開】 

 ○SNS・HP等を活用した情報発信 

 ○外国人向けのSNS・HP対応 

 ○プレス（TV・新聞等）を活用した情報発信 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

SNS・ HP等を活用した

情報発信 
実施                

外国人向けの 

SNS・HP対応 

SNS 

発信 

 

 

    

 

 

HP内容 

の検討 

 

 

公開 

         

プレスを活用した 

情報発信 
実施                

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

Facebookフォロワー数 2,323 2,400 2,500 2,600 2,700 3,200 

Instagramフォロワー数 1,111 1,200 1,300 1,400 1,500 1,900 

TVでの特集番組放送 1件 1件 1件 1件 1件 1件 
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（１）国内ネットワーク活動の推進 

 

（１）国内ネットワーク活動の推進 

 

 下北ジオパークは、日本ジオパークネットワークの一員として、関連する活動を続け

てきましたが、今後もネットワーク活動を積極的に実施することで、国内のネットワー

ク活動に貢献します。 

 

【今後の展開】 

 ○日本ジオパーク全国大会・各種研修会等への参加 

 ○全国研修会の開催 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

日本ジオパーク全国大会・ 

各種研修会等への参加 
参加    

 
          

 

 

 

全国研修会の開催 
情報

収集 
協議 

開催

表明 
 実施            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

ネットワーク活動（全国大会・

各種研修会・会議等）への参加 
9回 10回 10回 10回 10回 10回 

全国研修会の開催 -      -      -      1回      - -      

７ ネットワーク活動 
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（２）国外ネットワーク活動の推進 

 

 国際的な大会等への参加や国外UGGpへの訪問実績が不足していることから、世界ジオ

パークネットワークが開催する国際会議や研修会へ参加するほか、国外UGGpとの交流事

業を図るなど、国際的なネットワーク活動を展開していきます。 

 

【今後の展開】 

 ○国際会議・各種研修会への参加 

 〇国外UGGpとの交流 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

国際会議・ 

各種研修会への参加 
  

研修会

参加 

APGN

参加 
 国際会議 

参加 
 APGN

参加 
研修会 

参加 
国際会議 

参加 
研修会 

参加 
APGN

参加 
研修会 

参加 
国際会議 

参加 
研修会 

参加 
APGN

参加 

国外UGGpとの交流事業 
情報

収集 
 

候補先

選定 
調整 視察  実施   実施  実施  実施  実施 

 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

〇国外のUGGpと連携事業が年１回以上実施されており、こどもたちを対象とした事業 

も実施されている状態 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

国際会議・各種研修会への参加 - - 2回 1回 1回 2回 

国外UGGpとの交流事業 - - - - 1回 1回 
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（１）パートナーシップ戦略の策定 

   

 下北ジオパークが目指す将来のビジョンを実現するには、共通する目的や方針を共有

し、共に活動していくパートナーの存在が不可欠です。これまでも多くの地域団体や研

究機関などと連携し、事業を展開してきましたが、連携・事業目的を明文化したパート

ナーシップ戦略の策定には至っておりません。 

今後は目指すべき方針と、目的・内容などを定めた、パートナーシップ戦略を策定し

ます。 

 

【今後の展開】 

 ○パートナーシップ戦略の策定 

   

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

パートナーシップ戦

略の策定 

情報

収集 策定 

総会

報告 

 

運用 

      

 

 
      

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

〇地域団体・事業者、教育機関、他ジオパークをはじめとした各種団体との連携・事 

業目的が明文化されたパートナーシップ戦略が策定されている 

 

  

８ パートナーシップの構築 
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（２）戦略に基づいたパートナーシップ締結 

 

 これまでも多くの団体と協同した事業を展開してきましたが、今後はパートナーシッ

プ戦略に基づき、積極的にパートナーシップを締結していきます。 

 

【今後の展開】 

 ○協約締結 

  

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

協約締結   実施              

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 

  

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

協約締結件数(累計) - - 50件 65件 70件 100件 



第３章 下北ジオパークの推進と展開 

- 47 - 

 

（３）パートナーとの連携事業 

 

 下北ジオパークは、国立研究開発法人海洋研究開発機構、野柳地質公園（台湾）、海

上自衛隊大湊地方隊と包括連携協定を締結し、協定内容に基づいた連携事業を展開して

きました。今後は、パートナーシップ戦略に基づき、積極的な連携事業を展開していき

ます。 

 

【今後の展開】 

 ○包括連携協定に基づいた連携事業 

 〇協約に基づいた連携事業 

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

包括連携協定に 

基づいた連携事業 
実施      

 
         

国外UGGpとの連携事業 
情報

収集 
 

候補先

選定 
調整 視察  

連携

事業          

協約に 

基づいた連携事業 
  実施     

 
        

 

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

 〇包括連携協定・協約締結先との連携事業を継続している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 
2024年 

(実績値) 
2025年 2026年 2027年 2028年 2032年 

国外UGGpとの交流事業 - - - - 1回 1回 

協定・協約締結先との連携実績 3件 3件 25件 25件 25件 25件 
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（１）管理運営団体の法的位置付け 

 

UGGpのクライテリアには、法的に位置づけられている運営団体による恒久的な管理が

必要とされており、ユネスコカウンシルの動向を注視しつつ、適切な時期に法的位置付

けを明確化する必要があります。 

 今後は、下北ジオパーク推進協議会の法的位置付けの明確化に向けて取り組みます。 

 

【今後の展開】 

 ○法的位置付けの明確化  

 

【計画スケジュール】 

今後の展開 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 

法的位置付けの明確化 
情報

収集 

明確化

手段

検討 

調整  明確化            

 

【指標（ＫＰＩ）又は目指すべき姿】 

〇管理運営団体の法的位置付けが明確化されている

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９. 管理運営団体の法的位置付け 
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第４章 進行管理と推進計画の検証 
 

（１）事業の実施・進捗状況の管理 

 

下北ジオパーク推進協議会は、事業の着実な実施に当たって、毎年度、取り組むべき

各施策の進捗状況の進行管理を行い、その結果・効果等を評価・検証し、必要な見直し

を行いながら、次年度以降の展開に反映させるものとします。地域住民や来訪者のニー

ズの動向等を踏まえ、効果的かつ有効的な事業推進に努めます。 

 

（２）事業の展開手法 

 

限られた予算を有効に活用し、より円滑な施策・事業を展開するために、Plan－Do－

Check－Action（計画－実行－検証－改善）のマネジメントサイクルを活用します。 

 

（３）ＰＤＣＡサイクルの検証 

 

ＰＤＣＡサイクルが適切に活用されたか、以下の点に沿って検証を行います。 

 

１．「Plan」の検証 

的確な目的・目標のもと 5W1H に則った計画を策定できたか、「Plan」は明確であっ

たか、期間設定に問題はなかったかについて検証します。 

２．「Do」の検証 

情報共有を図りながら計画を素早く行動に移し、フィードバックを得ることができ

たかを検証します。 

３．「Check」の検証 

事業完了後に、計画に沿って遂行されたか、数字を基準として客観的に検証しま

す。検証結果は専門部会および幹事会へ報告と説明を行います。 

４．「Action」 

事業ごとの検証結果と改善案を幹事会および総会へ提示し、会議では「Action」の

み議論します。 

 

 

 

 

 

 

 
ＰＤＣＡサイクルの 

設定ポイント 
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付録 ジオパークとは 

（１）ジオパークとは 

地球や大地の「ジオ（Ｇｅｏ）」と、公園の「パーク（Ｐａｒｋ）」とを組み合わ

せた言葉で、「大地の公園」という意味です。ジオパークとは、地球科学的意義のあ

るサイトや景観が保全、教育、持続可能な開発の全てを含んだ総合的な考え方によっ

て管理された、１つにまとまったエリアです。そして、自然・文化遺産のあらゆる分

野と関連した地質遺産を、私たちが暮らす変動する地球の中で、社会が直面している

重要課題への意識と理解を高める目的で活用しています。 

また、地域住民、関係団体や地元自治体が中心となって、自ら考え行動するボトム

アップの推進体制のもと、地域資源を活用した教育、ツーリズムとその関連事業を展

開することで持続可能な地域開発を進めます。全体の活動状況は４年に一度の再認定

審査によってチェックされ、常にその品質の維持と向上が求められます。 

  

大地（ジオ）の上に広がる

動植物や生態系（エコ）の

中で私たち（ヒト）は生活

し、文化や産業を築き、歴

史を育んでいます。 

ジオパークの対象 

ジオパークの活動 

ジオパークは、「保

全」、「教育」、「経済

活動」の３つの柱がうま

く動くことによって成り

立ち、持続可能な開発を

進めることができます。 
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（２）ユネスコ世界ジオパークとは 

「ジオパーク」は、世界的に優れた地質や文化の遺産を知り、守り、生かすプログ

ラムであり、厳しい審査基準に基づいて認定されたユネスコ世界ジオパークからなる

のが「世界ジオパークネットワーク（以下、ＧＧＮという）」です。ＧＧＮはユネス

コ環境・地球科学部門の支援により2004年に設立されました。2015年には、ユネスコ

の正式事業となり、ユネスコ世界ジオパーク(以下、ＵＧＧｐという)として様々な基

準が定められてきています。 

日本においては、2008年に国内の認定機関として日本ジオパーク委員会（以下、Ｊ

ＧＣという）が発足し、認定地域により2009年に日本ジオパークネットワーク（以

下、ＪＧＮという）が設立されました。ＪＧＣはユネスコの国内認定審査機関として

の役割を担うこととなり、2019年には国内ジオパークは将来的にＵＧＧｐを目指す地

域として位置付けることと、ユネスコ国内委員会の認証の下、ＵＧＧｐガイドライン

に沿った審査やアドバイスを実施することが定められました。2015年に示されたＵＧ

Ｇｐ作業指針では、ジオパークの基準を次のように定義しています。 

 

(ⅰ)国際的な地質学的価値のある地形・地質遺産を含み、明確に定義できる境界を持つ

地理学的地域。そこでは、保護、教育、研究、持続可能な開発の総合的な考え方で

管理されている。 

(ⅱ)地質遺産と自然・文化遺産とが連携し、社会が直面する地球重要課題の解決を目指

す。 

(ⅲ)ＵＧＧｐは、国の法令のもとで法的位置付けのある管理運営団体による適切な運 

営が必要（資金・施設）。 

(ⅳ)他のユネスコ遺産と重なる場合は、ジオパークブランドとの相乗効果が必要。 

(ⅴ)地域住民や関係者、土着住民など、全てを巻き込んだ経済的、文化的、遺産保護の

活動。 

(ⅵ)ＧＧＮで経験の共有や共同プロジェクトへの参加。 

(ⅶ)地質サイトは法的に保護されていなければならない。地質標本の販売や持続可能で

ない地質資源の貿易の禁止。正当化される理由があればＵＧＧｐカウンシルが承認

する。 

(ⅷ)これらの基準は審査や再審査の際にチェックリストで確認される。 

（ユネスコ世界ジオパーク作業指針 和訳版 第３章要約） 
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（３）ＵＧＧｐとなるためには 

ＵＧＧｐへ認定されるためには、ユネスコ執行委員会により承認される必要があ

ります。承認されるためには、①ＪＧＣによる国内推薦、②ＵＧＧｐカウンシル

(以下、ＵＧＧｐ-Ｃという)の審査を通過することが必要となります。 

 

1. ＪＧＣによる国内推薦 

ＵＧＧｐへ申請する際には、国内レベルにおいて検討され、ユネスコ国内委員会

等によって定められた正式なルートを通じて手続きされなければなりません。 

日本国内においては、日本ユネスコ国内委員会から認証を受けているＪＧＣによ

る書類および現地審査(国内推薦審査)が行われます。この審査を通過することで国

内推薦を受けることができます。 

 

2. ＵＧＧｐカウンシルの審査 

国内推薦を通過した場合、１年以内にＵＧＧｐ新規認定のための書類を作成し、

ＪＧＣを通じてユネスコ事務局へ提出します。 

 書類受理後に、科学専門チームによる地質遺産の国際的価値に関する書類審査

と、ＵＧＧｐ-Ｃによる現地調査が行われます。 

 書類評価と現地調査の報告書を基にＵＧＧｐ-Ｃによって検討され、「受入」、「保

留」、「却下」が勧告されます。 

受入の場合は、ユネスコ執行委員会により承認されます。 

保留の場合は、最長２年間の審査期間が延期され、延期期間中に改善点を説明し

た報告書を提出し、再度ＵＧＧｐ-Ｃによる検討が行われます。 

却下の場合は、ユネスコ事務局へ再度申請する必要があります。 

UGGp 認定までのスキーム 



 

 

 

下北ジオパーク推進協議会 


